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雲仙市議会だより●80号（令和5年11月）

P2 議員定数・報酬改正
P6 令和４年度 決算注目事業
P18 市政を問う「一般質問」
P23 議会のうごき

主な内容主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【秋の道／撮影場所：小浜町　雲仙地区】

１１月３０日（木）～１２月２１日（木）です

議会を傍聴してみませんか？
令和５年第４回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会広報編集特別委員会
（議会事務局）までお寄せください。お知らせ

■一般質問　　１２月　４日（月）～７日（木）
■議案質疑　　１２月１１日（月）
■委員会
　文教厚生常任委員会　　１２月１２日（火）
　産業建設常任委員会　　１２月１２日（火）・１３日（水）
　総務常任委員会　　　　１２月１３日（水）

委 員 長　前田　哲　　
副委員長　藤本淳次郎
委　　員　平野利和、上田　篤、林田哲幸、山本松一

議会広報編集特別委員会

お詫びと訂正 議会だより７９号の表紙記事の中で誤りがありました。お詫びし訂正します。
令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品

（正）【ひまわり畑と空と海／撮影場所：小浜町】　  （誤）【ひまわりの丘／撮影場所：南串山町】

編集作業

このメンバーで議会だより72～80号を
編集しました。
２年間、ありがとうございました。

　すっかり秋本番となってきました。市民の皆さ
まにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。
　議会だより８０号をお届けしました。
　最後まで目を通していただきありがとうござい
ます。
　広報委員６人で「より分かりやすく」をモットー
に編集しておりますが、いかがだったでしょうか。  
　これからも微力ながら精進してより良い「議会
だより」を目指して参りますので、今後ともどう
ぞよろしくお願いします。　　　　　　（前田　哲）
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定数２人減　賛成多数で可決

賛成12

（注）町田康則議員、上田篤議員は欠席、松尾文昭議長を除く16人で採決を行いました。

令和７年11月一般選挙より 定数17人へ

議員定数を現行の19人から17人とする条例改正案を、
議会活性化特別委員会 小田孝明委員長が提出しました。

発議第１号

　議会活性化特別委員会の調査検討事項における議員定数・報酬の調査・研究
の一環として市民アンケート調査を行ったが、１９４件の回答は市民の
0.47％で１％にも満たない数字であり、それに左右される議会では困る。
　合併当時の３０人から１９人に１１人も定数を削減してきている。
　１議員の活動する面積が島原市の３倍と広く市民の声が届きにくい環境にあ
る。以上のことから定数減は時期尚早であると考える。

反対討論
矢﨑勝己 議員

　市の行政区は縦に細長い７つの町の合併がなされてできた行政区であり、今
の１９人の定数は少な過ぎで市民の声が議会に届きにくいという一面もある。
　今ここで決めるべき問題ではなく、今後、人口が極端に減っていくというこ
とになればその時点で考え直すべきであり、時期尚早であると考える。

　そもそも我々議員の報酬を議員自らが決めるというのもおかしなことだと思
う。やはり雲仙市特別職報酬等審議会で決めてもらうのが妥当であると考える。

賛成討論
前田哲 議員

　これまで同様に議員定数削減などにより、さらなる経費削減が必要だと考え
ている。
　定数を２人削減することにより雲仙市政に市民の声が届きにくくなるのでは
ないかとの意見もあるかとは思うが、議員同士が切磋琢磨し、議員自ら研鑽を
重ね努力をすることにより、市民からもこれまで以上に信頼されるようになっ
ていくものと考える。

報酬２万円増　賛成多数で可決
令和７年12月より 報酬一律２万円増へ

現行の議員報酬月額を２万円増額する条例改正案を、
議会活性化特別委員会　小田孝明委員長が提出しました。

発議第２号

　議員報酬は税金である。
　時代や社会の環境の変化などを考慮して、雲仙市特別職報酬等審議会に諮る
べきである。議員削減で得た金額は、今後の子ども支援、高齢者対策、移住・
定住その他いろんな事業の助成金として使うべきであり、それが一番市民の声
であり、市民に納得してもらえるのではないかと考える。
　議員が自分の報酬を自分で決めるべきではないと考える。

反対討論
矢﨑勝己 議員

賛成討論
前田哲 議員

　２年後の次期選挙により当選した議員の報酬を月額２万円増額しようとする
ものである。行政調査先でも子育て世代の議員からは、「議員報酬だけでは生
活が苦しく奥さんのパート収入を生活に充てている」などという現実的な意見
が多く聞かれた。男性、女性、年代を問わず、雲仙市民のために大いなる志を持っ
た人材に登場してもらうための生活基盤の一助になり、より一層の議員の資質
向上につながるものと確信している。

反対4

小畑議員

矢﨑議員

小田議員

渡辺議員

坂本議員

藤本議員

酒井議員

山本議員

深堀議員

大山議員

大久保議員

前田議員

元村議員

佐藤議員

平野議員

林田議員

賛成多数により可決
賛成9

（注）町田康則議員、上田篤議員は欠席、松尾文昭議長を除く16人で採決を行いました。

反対7

矢﨑議員 渡辺議員山本議員藤本議員 大山議員 前田議員 佐藤議員

坂本議員 酒井議員 大久保議員 元村議員 平野議員 小畑議員 小田議員深堀議員林田議員

賛成多数により可決

反対討論
渡辺勝美 議員

反対討論
渡辺勝美 議員
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歳入総額
334億
6,978万円

歳入総額
334億
6,978万円

依存財源
249億238万円
  　　　（74.4％）

自主財源
85億
 6,740万円
    （25.6％）

市税
41億398万円
  （12.3％）

決算
令和4年度

一 般 会 計 歳 出 ［前年度との比較 9.3％の減】
320億1,552万円320億1,552万円

　市債（地方債）と言われるものですが、自
治体が学校・道路・橋などを整備する資金
を調達するために、国や銀行から借り入れる
お金です。多額の出費がある場合や、将来の
世代にも経費を負担させることが公平な場
合などに借り入れることができます。

市民1人当たりの借金
54万5,113円

 積立金（基金）と言われるものですが、
一般の家庭において、出産や進学などに
備えて積み立てておく貯金と基本的には
同じもので、特定の目的や将来の出費な
どに備えて蓄えています。

市民1人当たりの貯金
53万2,513円

決算の内訳

雲仙市の借金と貯金

350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

借金

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

貯金

衛生費
25億1,531万円
  （7.9％）

総務費
42億2,179万円
  （13.2％）

民生費
106億2,810万円
  （33.2％）

歳出総額
320億
1,552万円万円

農林水産業費
28億1,430万円
  （8.8％）

予防接種・健診、ごみ処
理などにかかったお金

高齢者、障がい者および児童
福祉などにかかったお金

庁舎（支所）整備や自治会活動の支援、
定住促進などにかかったお金

公債費
36億3,609万円
  （11.4％）

市債として借りた
お金の返済など

教育費
23億9,767万円
  （7.5％）

消防費ほか
16億9,628万円
  （5.2％）

道路・河川整備維
持にかかったお金

土木費
29億2,890万円
  （9.1％）

農業、林業および水産業
振興にかかったお金

商工費
11億7,708万円
  （3.7％）

小・中学校およびスポ
ーツ施設などの維持管
理にかかったお金

地方交付税
116億6,943万円
  （34.9％）

市債
25億
1,520万円
  （7.5％）

国庫
支出金
59億
2,030万円
  （17.7％）

行政格差をなくすため
国から交付されたお金

自主財源…市で集めたお金
依存財源…国・県・借入金に
　　　　　頼ったお金

使用料及び
手数料ほか
16億8,193万円 
  （5.0％）

繰越金
16億1,161万円 （4.8％）

国や銀行から
借りたお金

国からの補助金など

県からの補助金など

県支出金
34億2,138万円
  （10.2％）

地方譲与税ほか
13億7,607万円
  （4.1％）

市民税、固定資産税など
市民等から納められた税金

繰入金
11億6,988万円 （3.5％）

令和3年度の決算
で繰り越されたお金

基金から繰り入れたお金

歳出歳入



45 雲仙市議会だより●80号（令和5年11月）雲仙市議会だより●80号（令和5年11月）

歳入総額
334億
6,978万円

歳入総額
334億
6,978万円

依存財源
249億238万円
  　　　（74.4％）

自主財源
85億
 6,740万円
    （25.6％）

市税
41億398万円
  （12.3％）

決算
令和4年度

一 般 会 計 歳 出 ［前年度との比較 9.3％の減】
320億1,552万円320億1,552万円

　市債（地方債）と言われるものですが、自
治体が学校・道路・橋などを整備する資金
を調達するために、国や銀行から借り入れる
お金です。多額の出費がある場合や、将来の
世代にも経費を負担させることが公平な場
合などに借り入れることができます。

市民1人当たりの借金
54万5,113円

 積立金（基金）と言われるものですが、
一般の家庭において、出産や進学などに
備えて積み立てておく貯金と基本的には
同じもので、特定の目的や将来の出費な
どに備えて蓄えています。

市民1人当たりの貯金
53万2,513円

決算の内訳

雲仙市の借金と貯金

350

300

250

200

150

100

50

0

（億円）

借金

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4

貯金

衛生費
25億1,531万円
  （7.9％）

総務費
42億2,179万円
  （13.2％）

民生費
106億2,810万円
  （33.2％）

歳出総額
320億
1,552万円万円

農林水産業費
28億1,430万円
  （8.8％）

予防接種・健診、ごみ処
理などにかかったお金

高齢者、障がい者および児童
福祉などにかかったお金

庁舎（支所）整備や自治会活動の支援、
定住促進などにかかったお金

公債費
36億3,609万円
  （11.4％）

市債として借りた
お金の返済など

教育費
23億9,767万円
  （7.5％）

消防費ほか
16億9,628万円
  （5.2％）

道路・河川整備維
持にかかったお金

土木費
29億2,890万円
  （9.1％）

農業、林業および水産業
振興にかかったお金

商工費
11億7,708万円
  （3.7％）

小・中学校およびスポ
ーツ施設などの維持管
理にかかったお金

地方交付税
116億6,943万円
  （34.9％）

市債
25億
1,520万円
  （7.5％）

国庫
支出金
59億
2,030万円
  （17.7％）

行政格差をなくすため
国から交付されたお金

自主財源…市で集めたお金
依存財源…国・県・借入金に
　　　　　頼ったお金

使用料及び
手数料ほか
16億8,193万円 
  （5.0％）
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地方譲与税ほか
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  （4.1％）

市民税、固定資産税など
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肥料価格高騰対策事業肥料価格高騰対策事業

　化学肥料の低減に向けて取り組みを行う農業
者に対し、国の肥料価格高騰対策事業に上乗せ
支援し、農業経営に及ぼす影響を緩和しました。

緊急消費喚起対策事業緊急消費喚起対策事業

　市内の消費を促すため、市民を対象にあらか
じめ登録してある市内の店舗で利用できる商品
券を発行しました。（換金率94.89％）

　市の予算がきちんと執行されたか、各常
任委員会で慎重審査し、すべての会計決算
を認定しました。
　その中で、議会が注目した目玉事業を紹
介します。
　決算額は、令和４年度のみの金額であり、
全体事業費ではありません。

決算令和　　年度令和　　年度4

漁業燃油高騰
特別対策事業
漁業燃油高騰
特別対策事業

　燃油価格の高騰による漁業経費の増加で経営が厳し
い漁業者の漁業用燃油購入費の一部を支援しました。
　・漁業用燃油１ℓ当たり１０円
　・限度額：１隻または１施設当たり１００万円

　新型コロナウイルス感染症拡大により、売上
が20％以上減少した事業者に向けて支援金を
支給しました。

公立学校施設整備事業
（小学校）
公立学校施設整備事業
（小学校）

　愛野小学校の児童数増加に伴う教室不足解消
のため、校舎の増築ならびに既存教室の改修を
行い、教育環境の充実を図りました。

事業継続支援金（農業）事業継続支援金（農業）
5,201万円

家畜飼料高騰
特別対策事業
家畜飼料高騰
特別対策事業

　輸入コンテナ不足や燃油高騰による輸送費の増などによ
り、輸入飼料が高騰し、畜産経営に大きな影響を及ぼして
いるため、配合飼料などの購入数量に対し助成しました。

1,076万円 2,007万円

農業用廃プラスチック等
適正処理対策事業
農業用廃プラスチック等
適正処理対策事業

　農業用廃プラスチックの適正な処理を推進する
ため、処理費用の1/3を助成しました。処理量は
年々減少しています。

　岡南部地区（南串山）、山ノ上水系（国見）、桃
山田地区（愛野）など21カ所の配水管布設替工
事などを行いました。

国民健康保険特別会計決算国民健康保険特別会計決算

　歳入のうち、7割以上は県からの交付金や一般会計繰入金などが占めています。また歳出は、全
体の7割以上を医療費などの給付である保険給付費が占めています。

上水道改良事業上水道改良事業

1億6,858万円

1,697万円

2,221万円

区　分 取組実施団体数 参加農業者数
秋　肥 32 1,249

産地生産基盤
パワーアップ事業
産地生産基盤
パワーアップ事業

　集出荷施設や高性能生産施設などの施設整備と
併せて、収益性を高める生産資材や高性能機械の
導入に対して支援しました。

5億806万円
1億4,670万円

1億6,090万円

歳入合計
68億歳入 歳出

8,548万7千円

歳出合計
67億

1,984万3千円

県からの交付金など
48億9,950万5千円

71.2%

病気などにかかった時の医療費など（保険給付費）
47億7,803万4千円

71.1％

国保税
13億8,256万9千円
20.1%

長崎県全体の医療費を
各市町で按分して県へ
納める納付金
18億1,999万4千円
27.1％

諸収入など 563万円 0.1%繰越金 1億6,023万4千円
2.3%

繰入金 4億3,754万9千円
6.3%

国
保
税
収
は

収
入
全
体
の
２
割
！

総務費 2,477万円
0.4％

諸支出金 3,822万3千円
0.5％

特定健診等保険事業の費用
5,882万2千円
0.9％

雲仙市一般会計
からの繰入金
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令和５年　第３回定例会の概要

令和５年度　一般会計補正予算（第５、６号）の主な事業

9億1,337万円の増額補正（第5、6号）で、
 　　　　　　補正後予算額は３20億5,440万円

養殖魚赤潮被害緊急対策事業【新規】 1億524万円
〔事業目的〕　令和５年８月に発生した橘湾の赤潮被害を受けた養殖業者に対し、代替魚を導入

する際の経費について支援する。
〔事業内容〕①事業内容：へい死した養殖魚の代替魚を漁協が購

　　　　　　入し、養殖業者へ供給する経費につい
　　　　　　て支援するもの
②対象要件：養殖共済へ加入している、
　　　　　　または加入すること
③対象経費：代替魚の購入費と運搬経費
④補  助  率：県 1/3、市 1/3

林　　洋文 氏
（再任）

はやし ひろふみ

三浦　　靖 氏
（新任）

みう  ら やすし

町田　敏文氏
（再任）

まち  だ としふみ

人
事
案
件

任
期
　
令
和
５
年
12
月
２
日
〜

　
　
　
令
和
８
年
12
月
１
日

　
　
　（
３
年
間
）

広瀬 　章文 氏
（再任）

ひろ  せ あきふみ

前田　明俊 氏
（再任）

まえ  だ あきとし

山下　丈雄 氏
（新任）

やました たけ  お

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

任
期
　
令
和
６
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
令
和
８
年
12
月
31
日

　
　
　（
３
年
間
）

人
権
擁
護
委
員

公共土木施設災害復旧費 2,253万円
〔事業目的〕

〔事業内容〕

　令和５年６月～７月の梅雨前線豪雨により被災し
た道路や河川について、早急に復旧を行う。

①補 助 事 業：道路２カ所
②市単独事業：道路20カ所、河川４カ所、合計24カ所

農林水産業施設災害復旧費 7,620万円
〔事業目的〕

〔事業内容〕

　令和５年６月～７月の梅雨前線豪雨により被災した農地や農業用施設などについて、
早急に復旧を行う。

①補 助 事 業：農地12カ所、農業用施設11カ所、
　　　　　　　合計23カ所
②市単独事業：水路14カ所、道路８カ所、ため池1カ所、
　　　　　　　合計23カ所

核兵器禁止条約の実効性を高めるための
主導的役割を果たすことを求める意見書

意見書を国へ送付しました意見書を国へ送付しました

【提出先】衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣

　昨年６月に開催された核兵器禁止条約第１回締約国会議では、核の傘の下にありながらオブ
ザーバー参加した国があったものの、核保有国やその同盟国の多くは参加せず、今後、核兵器禁
止条約の実効性を高めるためには、これらの国の参加が大きな課題となっています。
　長崎と広島で被爆した被爆者の平均年齢は85歳を超えています。核兵器のない世界の実現とい
う被爆者の切なる願いを、唯一の戦争被爆国である日本政府は真摯に受け止め、次の事項を行動
に移すことにより、核保有国と非核保有国の橋渡しに努めるなど、核兵器禁止条約の実効性を高
めるために主導的役割を果たされるよう強く要望するもの。

※意見書の文面は、抜粋を掲載しています。

　核兵器禁止条約を早期に署名・批准すること。まずは、本年11月に開催予定の第２回
締約国会議にオブザーバーとして参加すること。1
　その上で、核保有国を含む核兵器禁止条約に署名・批准していない国に対し、署名・批
准を要請すること。2
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令和４年度決算認定（国民健康保険特別会計・後期高齢者医療
特別会計）、請願書の審議において討論がありました。討論

賛成

　雲仙市国民健康保険事業計画を基
に、国保に関する総合窓口課、税務
課、収納推進課の３課により歳入の拡大と歳出
を抑制する具体的対策例の１つとして、特定健
診を実施し、糖尿病などの生活習慣病を予防す
ることで、加入者の健康増進と医療費の適正化
に積極的に取り組まれている。

前 田　 哲 議員 反対

　国保は都道府県化となり、保険料
率が誘導されている。本市の国保加
入世帯の約 5 割が保険税軽減世帯であり、200
件を超える滞納世帯の約半分が保険税軽減世帯
という厳しい実態だ。高すぎる国保税自体の引
き下げと、社会保障である国保制度を国の責任
で拡充することを求める。

上 田　 篤 議員
◆国民健康保険特別会計　決算認定

賛成

　保険料の収納状況をみると収納率
は、99.9％で収納の確保が図られて
いる。事業面では長崎県後期高齢者医療広域連
合第３次広域計画に基づき、健康寿命延伸に向
けた保健事業として、健康診査や口腔ケア事業
の実施に取り組まれていることなどを評価す
る。

前 田　 哲 議員 反対

　この制度は75歳という年齢で国民を
差別するものだ。市の高齢者の 75％は
軽減者であり、無常な制度である。保険料は 2 年ご
とに見直され、毎回増額されており高齢者に大きな
負担を強いる。この制度は憲法25条の生存権、同第
14条の「法の下の平等」に反する。誰もが納得でき
る制度となるよう抜本的改善・改革が必要だ。

矢 﨑 勝 己 議員
◆後期高齢者医療特別会計　決算認定

賛成

　今の消費税は、経済的弱者ほど負担
が増大する逆進性という性格を持ち、
租税原理から逸脱している税金だ。暮らしと営業
を守る経済対策として消費税を減税すべきであ
り、年収1,000万円以下の業者にとって死活問題
となる。市民生活への深刻な影響が懸念され、制
度の周知が不十分なまま導入すべきではない。

矢 﨑 勝 己 議員 反対

　インボイス制度は、国に納めるべ
き消費税が事業者の下に残るいわゆ
る益税を防ぐこととなり、消費税が現在抱えて
いる矛盾を解消できる制度だ。取引の透明性を
高めるため、公平公正な制度となり、消費税に
関する不正やミスを防ぐことにもつながる。

平 野 利 和 議員

◆消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう求める意見書を
　国に提出することを求める請願書

議案番号 事　　　件　　　名 議決結果
令和４年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて ー報告 第 ６ 号

放棄した債権の報告について ー報告 第 ７ 号

専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ー報告 第 ８ 号

人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意諮問 第3～5号

雲仙市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決議案 第 38 号

損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決議案 第 39 号

令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第５号）案について 原案可決議案 第 40 号

令和５年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計補正予算（第１号）案
について 原案可決議案 第 41 号

雲仙市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決議案 第42～44号

令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について 原案可決議案 第 45 号

令和４年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 １ 号

令和４年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ２ 号

令和４年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ３ 号

令和４年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ４ 号

令和４年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ５ 号

令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定報告 第 ６ 号

令和４年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　　定認定 第 ７ 号

令和４年度雲仙市下水道事業会計決算認定について 認　　定認定 第 ８ 号

雲仙市議会議員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決発議 第 １ 号

雲仙市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例について 原案可決発議 第 ２ 号

核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める
意見書について 原案可決発議 第 ３ 号

消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう求める意見書を国に
提出することを求める請願書 不 採 択請願 第 １ 号

賛　　否　　表

令和5年第3回雲仙市議会定例会　議決結果

議席番号

※本会議において否決および賛否
　が分かれた議案について掲載し
　ています。

○賛成　　●反対　　※議長（松尾文昭）は、採決に加わらない。
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損害賠償の額の決定及び和解

令和4年度雲仙市一般会計歳入歳出決
算認定
令和4年度雲仙市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定
令和4年度雲仙市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定
消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう
求める意見書を国に提出することを求める請願書

結

　
　
　果

表

　決

　数

可決

認定

認定

認定

不採択

16:2

16:2

16:2
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令和４年度決算認定（国民健康保険特別会計・後期高齢者医療
特別会計）、請願書の審議において討論がありました。討論

賛成

　雲仙市国民健康保険事業計画を基
に、国保に関する総合窓口課、税務
課、収納推進課の３課により歳入の拡大と歳出
を抑制する具体的対策例の１つとして、特定健
診を実施し、糖尿病などの生活習慣病を予防す
ることで、加入者の健康増進と医療費の適正化
に積極的に取り組まれている。

前 田　 哲 議員 反対

　国保は都道府県化となり、保険料
率が誘導されている。本市の国保加
入世帯の約 5 割が保険税軽減世帯であり、200
件を超える滞納世帯の約半分が保険税軽減世帯
という厳しい実態だ。高すぎる国保税自体の引
き下げと、社会保障である国保制度を国の責任
で拡充することを求める。

上 田　 篤 議員
◆国民健康保険特別会計　決算認定

賛成

　保険料の収納状況をみると収納率
は、99.9％で収納の確保が図られて
いる。事業面では長崎県後期高齢者医療広域連
合第３次広域計画に基づき、健康寿命延伸に向
けた保健事業として、健康診査や口腔ケア事業
の実施に取り組まれていることなどを評価す
る。

前 田　 哲 議員 反対

　この制度は75歳という年齢で国民を
差別するものだ。市の高齢者の 75％は
軽減者であり、無常な制度である。保険料は 2 年ご
とに見直され、毎回増額されており高齢者に大きな
負担を強いる。この制度は憲法25条の生存権、同第
14条の「法の下の平等」に反する。誰もが納得でき
る制度となるよう抜本的改善・改革が必要だ。

矢 﨑 勝 己 議員
◆後期高齢者医療特別会計　決算認定

賛成

　今の消費税は、経済的弱者ほど負担
が増大する逆進性という性格を持ち、
租税原理から逸脱している税金だ。暮らしと営業
を守る経済対策として消費税を減税すべきであ
り、年収1,000万円以下の業者にとって死活問題
となる。市民生活への深刻な影響が懸念され、制
度の周知が不十分なまま導入すべきではない。

矢 﨑 勝 己 議員 反対

　インボイス制度は、国に納めるべ
き消費税が事業者の下に残るいわゆ
る益税を防ぐこととなり、消費税が現在抱えて
いる矛盾を解消できる制度だ。取引の透明性を
高めるため、公平公正な制度となり、消費税に
関する不正やミスを防ぐことにもつながる。

平 野 利 和 議員

◆消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう求める意見書を
　国に提出することを求める請願書

議案番号 事　　　件　　　名 議決結果
令和４年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて ー報告 第 ６ 号

放棄した債権の報告について ー報告 第 ７ 号

専決処分した事件の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） ー報告 第 ８ 号

人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意諮問 第3～5号

雲仙市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決議案 第 38 号

損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決議案 第 39 号

令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第５号）案について 原案可決議案 第 40 号

令和５年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計補正予算（第１号）案
について 原案可決議案 第 41 号

雲仙市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決議案 第42～44号

令和５年度雲仙市一般会計補正予算（第６号）案について 原案可決議案 第 45 号

令和４年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 １ 号

令和４年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ２ 号

令和４年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ３ 号

令和４年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ４ 号

令和４年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定認定 第 ５ 号

令和４年度雲仙市企業誘致用地整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定報告 第 ６ 号

令和４年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　　定認定 第 ７ 号

令和４年度雲仙市下水道事業会計決算認定について 認　　定認定 第 ８ 号

雲仙市議会議員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決発議 第 １ 号

雲仙市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例について 原案可決発議 第 ２ 号

核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める
意見書について 原案可決発議 第 ３ 号

消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう求める意見書を国に
提出することを求める請願書 不 採 択請願 第 １ 号

賛　　否　　表

令和5年第3回雲仙市議会定例会　議決結果

議席番号

※本会議において否決および賛否
　が分かれた議案について掲載し
　ています。

○賛成　　●反対　　※議長（松尾文昭）は、採決に加わらない。
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損害賠償の額の決定及び和解

令和4年度雲仙市一般会計歳入歳出決
算認定
令和4年度雲仙市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定
令和4年度雲仙市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定
消費税インボイス制度の実施を当面延期するよう
求める意見書を国に提出することを求める請願書
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常任委員会報告 常任委員会報告
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浄
化
槽
と
下
水
道
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
、
市
は
ど
ち
ら
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

今
後
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
を
考
え
る
と
、
下

水
道
よ
り
も
合
併
浄
化
槽

を
整
備
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
方
向

性
の
中
で
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

当
然
、
下
水
道
へ
の
接
続

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

る
。

合
併
浄
化
槽
を
整
備
し
た

場
合
と
下
水
道
を
整
備
し

た
場
合
の
事
業
費
や
市
の

財
源
な
ど
を
比
較
し
て
算

出
し
た
結
果
を
、
議
会
に

も
説
明
し
て
市
の
方
向
性

を
決
め
て
ほ
し
い
。

排
水
処
理
の
方
向
性

環
境
政
策
課

現地視察（西郷小学校）

問答

市
内
医
療
機
関
に
お
い
て
、

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保

険
証
は
ど
ち
ら
が
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

利
用
に
つ
い
て
の
統
計
は

な
い
が
、
市
へ
の
問
い
合

わ
せ
状
況
か
ら
考
え
る
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
は
ま
だ
少
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

今
後
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
が
増
え
る
こ
と
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
交
付

を
予
定
さ
れ
て
い
る
資
格

確
認
書
を
作
成
す
る
予
算

も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
に
お
い
て
積
極
的

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
作
成
な
ら
び
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し

て
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
推
進

総
合
窓
口
課

問答

現
在
、
市
内
全
自
治
会
の

半
数
に
お
い
て
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。
市
内
全
自
治
会
で
の

結
成
を
目
標
と
し
て
い
る

と
思
う
が
、
今
後
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

今
後
は
、
危
険
箇
所
が
多

い
自
治
会
な
ど
に
積
極
的

に
出
向
き
、
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
の
説
明
を

行
う
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

単
独
で
の
組
織
結
成
が
困

難
な
自
治
会
に
は
複
数
の

自
治
会
で
の
組
織
結
成
へ

向
け
た
説
明
を
行
い
、
事

業
の
推
進
に
努
め
た
い
。

自
主
防
災
組
織

危
機
管
理
課

問答

来
年
２
月
か
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

各
種
証
明
書
の
交
付
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
市
民
が
支
払
う
交
付

手
数
料
３
０
０
円
以
外
に

別
途
、
新
た
な
負
担
は
発

生
し
な
い
の
か
。

新
た
な
負
担
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
０
０
円

で
あ
る
。
そ
の
３
０
０
円

の
う
ち
１
１
７
円
を
委
託

手
数
料
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
事
業
者
な
ど
が
差

し
引
き
、
残
額
の
１
８
３

円
が
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
を
経
由
し

市
に
納
付
さ
れ
る
。

印
鑑
条
例
改
正
に
よ
り

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
可
能

総
合
窓
口
課

総

　務

松
尾

　文
昭

平
野

　利
和

元
村

　康
一

深
堀

　善
彰

佐
藤

　義
隆

渡
辺

　勝
美

上
田

　
　篤

委
員
長

副
委
員
長

委員会

政
策
企
画
課

問

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ

コ
う
ん
ぜ
ん
」
の
利
用
状
況

と
今
後
の
事
業
の
方
向
性

は
。

会
員
登
録
者
が
２
５
０
０
人

を
突
破
し
た
。
今
後
に
向
け

て
は
、
本
市
の
地
形
上
、
乗

合
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
の

で
そ
れ
ら
の
向
上
に
よ
り
更

な
る
利
用
に
向
け
て
努
め
て

い
き
た
い
。

答
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん

問答
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

し
て
取
り
ま
と
め
た
。
今
年

度
、
施
設
の
運
用
な
ど
も
含

め
た
基
本
計
画
と
、
施
設
の

基
本
設
計
を
合
わ
せ
て
事
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。

最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
令

和
８
年
度
に
施
設
開
設
と
い

う
計
画
で
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

の
進
捗
は
ど
う
か
。

昨
年
度
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
考
え
方
を
基
本
構
想
と
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文
教
厚
生

大
久
保
正
美

酒
井

　恭
二

矢
﨑

　勝
己

藤
本
淳
次
郎

大
山

　真
一

前
田

　
　哲

委
員
長

副
委
員
長

委員会

問答

保
育
士
幼
稚
園
教
諭
等
処

遇
改
善
臨
時
特
別
事
業
に

つ
い
て
、
保
育
士
な
ど
の

処
遇
は
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
た
の
か
。

国
が
進
め
て
い
る
事
業

で
、
賃
上
げ
効
果
が
継
続

さ
れ
る
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
保

育
士
な
ど
の
収
入
を
３
％

程
度
、
月
額
９
千
円
引
き

上
げ
る
た
め
に
必
要
な
補

助
を
行
な
っ
て
お
り
、
各

園
に
対
し
て
は
給
与
規
程

な
ど
の
確
認
を
実
施
し
て

い
る
。

保
育
士
等
処
遇
改
善

子
ど
も
支
援
課

問答

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
激
励

費
は
、
大
会
へ
行
く
前
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

激
励
費
の
受
け
取
り
に
つ

い
て
は
、
大
会
出
場
が
決

ま
っ
た
時
点
で
、
大
会
前

に
申
請
す
れ
ば
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、
大
会
終
了

後
で
あ
れ
ば
90
日
以
内
に

申
請
し
て
受
け
取
る
こ
と

と
な
る
。

大
会
終
了
後
で
な
い
と
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
思
う
人
も
い
る
の
で
、

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
十

分
な
周
知
に
努
め
て
ほ
し

い
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

激
励
費

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

問答

合
併
浄
化
槽
と
下
水
道
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
、
市
は
ど
ち
ら
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

今
後
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
を
考
え
る
と
、
下

水
道
よ
り
も
合
併
浄
化
槽

を
整
備
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
方
向

性
の
中
で
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

当
然
、
下
水
道
へ
の
接
続

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

る
。

合
併
浄
化
槽
を
整
備
し
た

場
合
と
下
水
道
を
整
備
し

た
場
合
の
事
業
費
や
市
の

財
源
な
ど
を
比
較
し
て
算

出
し
た
結
果
を
、
議
会
に

も
説
明
し
て
市
の
方
向
性

を
決
め
て
ほ
し
い
。

排
水
処
理
の
方
向
性

環
境
政
策
課

現地視察（西郷小学校）

問答

市
内
医
療
機
関
に
お
い
て
、

健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保

険
証
は
ど
ち
ら
が
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

利
用
に
つ
い
て
の
統
計
は

な
い
が
、
市
へ
の
問
い
合

わ
せ
状
況
か
ら
考
え
る
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

す
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
は
ま
だ
少
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

今
後
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
が
増
え
る
こ
と
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
人
に
交
付

を
予
定
さ
れ
て
い
る
資
格

確
認
書
を
作
成
す
る
予
算

も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
に
お
い
て
積
極
的

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
作
成
な
ら
び
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し

て
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
推
進

総
合
窓
口
課

問答

現
在
、
市
内
全
自
治
会
の

半
数
に
お
い
て
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
。
市
内
全
自
治
会
で
の

結
成
を
目
標
と
し
て
い
る

と
思
う
が
、
今
後
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

今
後
は
、
危
険
箇
所
が
多

い
自
治
会
な
ど
に
積
極
的

に
出
向
き
、
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
の
説
明
を

行
う
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

単
独
で
の
組
織
結
成
が
困

難
な
自
治
会
に
は
複
数
の

自
治
会
で
の
組
織
結
成
へ

向
け
た
説
明
を
行
い
、
事

業
の
推
進
に
努
め
た
い
。

自
主
防
災
組
織

危
機
管
理
課

問答

来
年
２
月
か
ら
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

各
種
証
明
書
の
交
付
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
市
民
が
支
払
う
交
付

手
数
料
３
０
０
円
以
外
に

別
途
、
新
た
な
負
担
は
発

生
し
な
い
の
か
。

新
た
な
負
担
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
０
０
円

で
あ
る
。
そ
の
３
０
０
円

の
う
ち
１
１
７
円
を
委
託

手
数
料
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
事
業
者
な
ど
が
差

し
引
き
、
残
額
の
１
８
３

円
が
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
を
経
由
し

市
に
納
付
さ
れ
る
。

印
鑑
条
例
改
正
に
よ
り

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
可
能

総
合
窓
口
課

総

　務

松
尾

　文
昭

平
野

　利
和

元
村

　康
一

深
堀

　善
彰

佐
藤

　義
隆

渡
辺

　勝
美

上
田

　
　篤

委
員
長

副
委
員
長

委員会

政
策
企
画
課

問

オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い

送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ

コ
う
ん
ぜ
ん
」
の
利
用
状
況

と
今
後
の
事
業
の
方
向
性

は
。

会
員
登
録
者
が
２
５
０
０
人

を
突
破
し
た
。
今
後
に
向
け

て
は
、
本
市
の
地
形
上
、
乗

合
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
の

で
そ
れ
ら
の
向
上
に
よ
り
更

な
る
利
用
に
向
け
て
努
め
て

い
き
た
い
。

答
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ん
ぜ
ん

問答
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備

し
て
取
り
ま
と
め
た
。
今
年

度
、
施
設
の
運
用
な
ど
も
含

め
た
基
本
計
画
と
、
施
設
の

基
本
設
計
を
合
わ
せ
て
事
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。

最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
令

和
８
年
度
に
施
設
開
設
と
い

う
計
画
で
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業

の
進
捗
は
ど
う
か
。

昨
年
度
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
考
え
方
を
基
本
構
想
と
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産
業
建
設

小
田

　孝
明

小
畑

　吉
時

林
田

　哲
幸

山
本

　松
一

坂
本

　弘
樹

町
田

　康
則

委
員
長

副
委
員
長

委員会

問答

令
和
４
年
度
の
実
績
は
。

市
内
全
世
帯
へ
飲
食
店
・

共
通
商
品
券
を
配
布
し
、

飲
食
店
用
商
品
券
は
15
万

５
９
８
０
枚
、
共
通
商
品

券
は
16
万
２
６
６
８
枚
、

合
計
31
万
８
６
４
８
枚

（
１
億
５
９
３
２
万
４
千

円
）
の
利
用
実
績
が
あ
っ

た
。
換
金
率
は
94
．89
％
で

あ
っ
た
。

商
工
労
政
課

緊
急
消
費
喚
起
対
策
事
業

問答

市
と
し
て
今
回
の
過
失
割

合
と
今
後
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

路
肩
が
弱
く
な
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
注
意
喚

起
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、

市
と
し
て
や
む
を
得
な
い

過
失
割
合
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
里
道
で
の
危

険
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
注
意
喚
起
を
行
う
。

監
理
課

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

お
よ
び
和
解

問答

養
殖
魚
赤
潮
被
害
緊
急
対

策
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て
、
今
回
の
へ
い
死

と
関
係
の
な
い
既
存
の
債

務
の
借
り
換
え
も
対
象
と

な
る
の
か
。

漁
業
に
関
す
る
債
務
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
る
。

養
殖
魚
赤
潮
被
害

緊
急
対
策

農
漁
村
整
備
課

問答

令
和
４
年
度
の
実
績
と
今

後
の
事
業
継
続
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

補
助
金
の
総
額
は
、
５
１

６
７
万
９
千
円
、
宿
泊
実

績
は
、
１
万
１
３
８
４
人

泊
。
ま
た
、
本
事
業
の
経

済
効
果
と
し
て
、
補
助
金

を
活
用
し
て
宿
泊
さ
れ
た

方
の
宿
泊
費
の
合
計
は
２

億
円
を
超
え
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

国
の
方
針
は
現
時
点
で
は

継
続
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

緊
急
宿
泊
促
進
支
援
事
業

観
光
物
産
課

現地視察（吾妻町平江名の復旧現場）

高
所
作
業
車
転
落
事
故

委員会行政調査報告

　
　総
務
常
任
委
員
会

７
月
25
日
〜
27
日

　
奈
義
町
は
、町
の
最
大
の
課
題
を
「
人

口
減
少
対
策
」
と
位
置
付
け
、
目
標
を

「
現
在
の
人
口
維
持
」
と
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
研
修
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
に

『
少
子
化
対
策
は
最
大
の
高
齢
者
福
祉
』

が
あ
る
。
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
揺
る

が
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、
少
子

化
対
策
を
子
育
て
世
代
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
町
民
全
体
で
一
緒
に
考
え
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
出

た
言
葉
で
あ
る
と
感
じ
た
。
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
多
子
世
帯
が
増

え
た
こ
と
で
令
和
元
年
に
合
計
特
殊
出

生
率
が
２
．95
ま
で
回
復
し
、
少
子
化

対
策
の
「
奇
跡
の
ま
ち
」
と
し
て
注
目

を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
当
日
も
10
団
体
、
約
30
人
で
の
研
修

と
な
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
人
口
減
少
対
策

【
調
査
地
】

岡
山
県
　奈
義
町

　
板
野
町
は
、
道
の
駅
が
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
り
、
周
辺
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
や
様
々
な
会
社
の
営
業
所
な
ど
が

建
設
さ
れ
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
を
も
た

ら
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、

備
蓄
倉
庫
を
備
え
、
災
害
時
に
は
避
難

所
と
な
る
施
設
「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
６
万
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
を
確
保
で

き
る
「
耐
震
性
貯
水
槽
」、
支
援
物
資
や

救
助
者
等
の
搬
送
時
に
活
用
で
き
る「
ヘ

リ
ポ
ー
ト
」、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
を
利

用
し
た
「
災
害
用
ト
イ
レ
」
な
ど
を
整

備
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
町
の
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
を
構
築
し
、
災
害
時
は
役

場
庁
舎
の
代
替
施
設
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
多
比
良
港
埋
立

地
な
ど
を
活
用
し
、「
地
域
活
性
化
の
核
」

と
な
り
、
更
に
は
防
災
拠
点
施
設
と
も

な
り
得
る
よ
う
な
施
設
が
整
備
さ
れ
る

構
想
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
道
の
駅
「
い
た
の
」
の

　防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用

【
調
査
地
】

徳
島
県
　板
野
町

　
　文
教
厚
生
常
任
委
員
会

７
月
11
日
〜
13
日

　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で
「
相
談
の
場
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
人
口
９
万
６
千
人
で
、
市
に
陸
上
自

衛
隊
駐
屯
地
、
航
空
自
衛
隊
が
所
在
し
、

隊
員
９
８
０
０
人
と
い
う
特
徴
あ
る
市

で
あ
る
。

　
年
間
約
６
千
人
の
市
民
が
転
入
す
る

地
域
特
性
が
あ
り
、
孤
立
す
る
子
育
て

家
庭
や
妊
娠
出
産
に
対
す
る
不
安
を
抱

え
る
母
親
も
多
く
い
る
た
め
、「
ち
と

せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
導
入
し
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
調
査
項
目
】

・
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ

【
調
査
地
】

北
海
道
　千
歳
市

　
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
同

町
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り

組
み
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
、
町
民
プ
ー
ル
の
温
水

の
熱
源
、
町
民
交
流
施
設
の
空
調
の
熱

源
に
し
て
い
る
。

　
年
間
４
万
９
千
ℓ
の
重
油
使
用
量
を

削
減
し
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
約
２
６

０
ｔ
削
減
し
て
い
る
。

　
年
間
約
２
千
㎥
の
木
材
需
要
が
生
ま

れ
、
木
質
チ
ッ
プ
の
収
益
を
山
の
所
有

者
に
還
元
し
、
造
林
費
用
な
ど
に
充
て
、

よ
り
良
い
森
林
資
源
の
循
環
利
用
が
促

進
さ
れ
て
い
る
。

【
調
査
項
目
】

・
森
林
資
源
の
循
環
利
用

【
調
査
地
】

北
海
道
　美
瑛
町

研
修
研
修

研
修
研
修
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産
業
建
設

小
田

　孝
明

小
畑

　吉
時

林
田

　哲
幸

山
本

　松
一

坂
本

　弘
樹

町
田

　康
則

委
員
長

副
委
員
長

委員会

問答

令
和
４
年
度
の
実
績
は
。

市
内
全
世
帯
へ
飲
食
店
・

共
通
商
品
券
を
配
布
し
、

飲
食
店
用
商
品
券
は
15
万

５
９
８
０
枚
、
共
通
商
品

券
は
16
万
２
６
６
８
枚
、

合
計
31
万
８
６
４
８
枚

（
１
億
５
９
３
２
万
４
千

円
）
の
利
用
実
績
が
あ
っ

た
。
換
金
率
は
94
．89
％
で

あ
っ
た
。

商
工
労
政
課

緊
急
消
費
喚
起
対
策
事
業

問答

市
と
し
て
今
回
の
過
失
割

合
と
今
後
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

路
肩
が
弱
く
な
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
注
意
喚

起
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、

市
と
し
て
や
む
を
得
な
い

過
失
割
合
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
里
道
で
の
危

険
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場

合
は
注
意
喚
起
を
行
う
。

監
理
課

損
害
賠
償
の
額
の
決
定

お
よ
び
和
解

問答

養
殖
魚
赤
潮
被
害
緊
急
対

策
資
金
利
子
補
給
事
業
に

つ
い
て
、
今
回
の
へ
い
死

と
関
係
の
な
い
既
存
の
債

務
の
借
り
換
え
も
対
象
と

な
る
の
か
。

漁
業
に
関
す
る
債
務
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
る
。

養
殖
魚
赤
潮
被
害

緊
急
対
策

農
漁
村
整
備
課

問答

令
和
４
年
度
の
実
績
と
今

後
の
事
業
継
続
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

補
助
金
の
総
額
は
、
５
１

６
７
万
９
千
円
、
宿
泊
実

績
は
、
１
万
１
３
８
４
人

泊
。
ま
た
、
本
事
業
の
経

済
効
果
と
し
て
、
補
助
金

を
活
用
し
て
宿
泊
さ
れ
た

方
の
宿
泊
費
の
合
計
は
２

億
円
を
超
え
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

国
の
方
針
は
現
時
点
で
は

継
続
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

緊
急
宿
泊
促
進
支
援
事
業

観
光
物
産
課

現地視察（吾妻町平江名の復旧現場）

高
所
作
業
車
転
落
事
故

委員会行政調査報告

　
　総
務
常
任
委
員
会

７
月
25
日
〜
27
日

　
奈
義
町
は
、町
の
最
大
の
課
題
を
「
人

口
減
少
対
策
」
と
位
置
付
け
、
目
標
を

「
現
在
の
人
口
維
持
」
と
さ
れ
て
い
た
。

今
回
の
研
修
で
印
象
に
残
っ
た
言
葉
に

『
少
子
化
対
策
は
最
大
の
高
齢
者
福
祉
』

が
あ
る
。
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
揺
る

が
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、
少
子

化
対
策
を
子
育
て
世
代
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
町
民
全
体
で
一
緒
に
考
え
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
出

た
言
葉
で
あ
る
と
感
じ
た
。
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
多
子
世
帯
が
増

え
た
こ
と
で
令
和
元
年
に
合
計
特
殊
出

生
率
が
２
．95
ま
で
回
復
し
、
少
子
化

対
策
の
「
奇
跡
の
ま
ち
」
と
し
て
注
目

を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
当
日
も
10
団
体
、
約
30
人
で
の
研
修

と
な
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
人
口
減
少
対
策

【
調
査
地
】

岡
山
県
　奈
義
町

　
板
野
町
は
、
道
の
駅
が
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
り
、
周
辺
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
や
様
々
な
会
社
の
営
業
所
な
ど
が

建
設
さ
れ
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
を
も
た

ら
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、

備
蓄
倉
庫
を
備
え
、
災
害
時
に
は
避
難

所
と
な
る
施
設
「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

や
６
万
リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
を
確
保
で

き
る
「
耐
震
性
貯
水
槽
」、
支
援
物
資
や

救
助
者
等
の
搬
送
時
に
活
用
で
き
る「
ヘ

リ
ポ
ー
ト
」、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
を
利

用
し
た
「
災
害
用
ト
イ
レ
」
な
ど
を
整

備
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
町
の
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
を
構
築
し
、
災
害
時
は
役

場
庁
舎
の
代
替
施
設
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
多
比
良
港
埋
立

地
な
ど
を
活
用
し
、「
地
域
活
性
化
の
核
」

と
な
り
、
更
に
は
防
災
拠
点
施
設
と
も

な
り
得
る
よ
う
な
施
設
が
整
備
さ
れ
る

構
想
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
道
の
駅
「
い
た
の
」
の

　防
災
拠
点
と
し
て
の
活
用

【
調
査
地
】

徳
島
県
　板
野
町

　
　文
教
厚
生
常
任
委
員
会

７
月
11
日
〜
13
日

　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で
「
相
談
の
場
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
人
口
９
万
６
千
人
で
、
市
に
陸
上
自

衛
隊
駐
屯
地
、
航
空
自
衛
隊
が
所
在
し
、

隊
員
９
８
０
０
人
と
い
う
特
徴
あ
る
市

で
あ
る
。

　
年
間
約
６
千
人
の
市
民
が
転
入
す
る

地
域
特
性
が
あ
り
、
孤
立
す
る
子
育
て

家
庭
や
妊
娠
出
産
に
対
す
る
不
安
を
抱

え
る
母
親
も
多
く
い
る
た
め
、「
ち
と

せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
導
入
し
、
安
心
し

て
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
調
査
項
目
】

・
ち
と
せ
版
ネ
ウ
ボ
ラ

【
調
査
地
】

北
海
道
　千
歳
市

　
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
同

町
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り

組
み
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
、
町
民
プ
ー
ル
の
温
水

の
熱
源
、
町
民
交
流
施
設
の
空
調
の
熱

源
に
し
て
い
る
。

　
年
間
４
万
９
千
ℓ
の
重
油
使
用
量
を

削
減
し
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
約
２
６

０
ｔ
削
減
し
て
い
る
。

　
年
間
約
２
千
㎥
の
木
材
需
要
が
生
ま

れ
、
木
質
チ
ッ
プ
の
収
益
を
山
の
所
有

者
に
還
元
し
、
造
林
費
用
な
ど
に
充
て
、

よ
り
良
い
森
林
資
源
の
循
環
利
用
が
促

進
さ
れ
て
い
る
。

【
調
査
項
目
】

・
森
林
資
源
の
循
環
利
用

【
調
査
地
】

北
海
道
　美
瑛
町

研
修
研
修

研
修
研
修
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　産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
12
日
〜
14
日

　
登
別
温
泉
は
、
10
種
類
の
泉
質
が
あ

り
、
１
日
１
万
ｔ
の
豊
富
な
湯
量
が
湧

出
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
に
は
、
観
光
客
が
４
０
０

万
人
を
超
え
て
い
た
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
近
隣
市
町

等
と
連
携
し
た
広
域
組
織
を
複
数
設
立

し
誘
客
活
動
を
実
施
し
て
い
た
。
今
後

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
す
る
中
、
関

東
・
関
西
圏
よ
り
呼
び
込
む
た
め
に
も

広
域
連
携
が
重
要
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「
地
獄

の
谷
の
鬼
花
火
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
を
検
討
中
で
あ

る
。

　
そ
の
他
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
登
別
駅
で
の
手
荷
物
運
搬

事
業
や
環
境
配
慮
型
の
低
速
電
動
バ
ス

を
温
泉
地
区
で
シ
ャ
ト
ル
運
行
さ
せ
、

地
域
脱
炭
素
の
実
現
や
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
た
。
本
市
に

お
け
る
取
り
組
み
へ
の
参
考
と
な
っ
た
。

　
　議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

７
月
４
日
〜
６
日

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
調
査
項

目
に
つ
い
て
人
口
５
万
人
未
満
の
３
市

議
会
に
行
政
調
査
を
行
っ
た
。

　
訪
れ
た
３
市
は
平
成
16
〜
18
年
に
合

併
し
、
そ
れ
ぞ
れ
４
回
の
改
選
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
間
と
も
に
数
回
の
定

数
削
減
を
実
施
し
て
い
た
。
定
数
削
減

に
至
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
は
近
年
の

立
候
補
の
状
況
は
徐
々
に
減
少
し
て
お

り
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、「
議
員
定
数
を
減
ら
す
と
市

民
の
声
が
市
政
に
届
き
に
く
く
な
る
」

「
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
議
員
が

多
い
ほ
う
が
い
い
」
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。

　
報
酬
に
つ
い
て
は
、「
国
会
議
員
や

県
議
会
議
員
に
比
べ
一
般
市
民
と
接
す

る
機
会
が
一
番
多
い
市
議
会
議
員
の
報

酬
は
安
す
ぎ
る
」「
副
業
、
副
収
入
が

無
い
者
は
立
候
補
で
き
な
い
」「
専
業

で
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で

あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
が
、

共
通
し
て
出
さ
れ
た
意
見
が
「
若
者
が

出
馬
し
や
す
い
報
酬
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
は
吉
野
川
市
で

は
次
期
改
選
後
を
め
ど
に
導
入
を
目
指

し
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
あ
と
の
２
市

で
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
本
会

議
、
委
員
会
と
も
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
、
資
料
は
す
べ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
掲

載
や
、
議
案
書
以
外
の
紙
文
書
は
配
付

し
な
い
な
ど
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用

規
程
を
設
け
て
い
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
は
、
議
場

の
本
会
議
だ
け
で
は
な
く
委
員
会
ま
で

配
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
議
員
や

職
員
が
発
言
を
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
観
光
客
誘
致
対
策

【
調
査
地
】

北
海
道
　登
別
市

　
当
別
町
の
林
政
係
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
室
に
あ
る
。
町
森
林
組
合
の
再
生

お
よ
び
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
実
施
し
て
い
た
。

　
町
森
林
組
合
で
原
材
料
調
達
、
町
内

業
者
が
チ
ッ
プ
製
造
、
町
内
の
小
中
学

校
お
よ
び
近
隣
の
電
力
会
社
へ
チ
ッ
プ

を
供
給
し
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
。
チ
ッ
プ
の
乾
燥
・
保
管
場
所
と
し

て
町
の
廃
校
利
用
や
、
地
元
石
油
組
合

が
運
搬
連
携
す
る
な
ど
地
域
循
環
・
連

携
が
確
立
し
て
い
る
。
原
材
料
は
間
伐

材
だ
け
で
な
く
、
国
や
道
が
伐
採
を
行

う
河
川
支
障
木
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
国
と
分
収
造
林
契
約
に
よ

り
山
林
整
備
費
用
な
ど
財
政
負
担
の
軽

減
や
、
耕
作
放
棄
地
の
森
林
化
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
林
業
機
械
の

補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、
森
林
施
業
量

の
確
保
や
担
い
手
対
策
に
も
つ
な
が

り
、
効
率
的
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ

て
い
た
。
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
へ

の
参
考
と
な
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
林
業
振
興

【
調
査
地
】

北
海
道
　当
別
町

【
調
査
項
目
】

・
議
員
定
数
・
報
酬
等
及
び
費
用
弁

  

償
、
政
務
活
動
費

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

徳
島
県
　吉
野
川
市
議
会

高
知
県
　香
美
市
議
会

香
川
県
　三
豊
市
議
会

【
調
査
地
】

　
　議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

８
月
１
日
〜
３
日

　
か
ほ
く
市
議
会
は
、
議
員
定
数
15
人

の
う
ち
広
報
委
員
は
７
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
直
接
印
刷
で
き
る
デ
ー
タ
を
印
刷
業

者
に
渡
し
、
印
刷
の
み
を
委
託
す
る
こ

と
で
低
コ
ス
ト
に
よ
る
フ
ル
カ
ラ
ー
刷

り
を
実
現
し
、
議
員
自
ら
に
よ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
真
剣
に
議

論
さ
れ
て
い
た
。

　
一
般
質
問
は
１
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
関

連
写
真
は
議
員
自
ら
撮
影
し
、
見
や
す

く
読
み
た
く
な
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
た
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ
り
議
員
の
一
般

質
問
の
動
画
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
本
市
議
会
に
お
い
て
も

す
ぐ
に
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
た
。

　
　長
崎
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

８
月
22
日

　
大
山
崎
町
議
会
で
は
、
町
村
議
会
広

報
紙
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
選

の
常
連
と
い
わ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
研
修
し
た
。

　「
読
ま
れ
る
、
に
こ
だ
わ
っ
て
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
４
つ
の
柱
と
し
て
、

「
見
た
い
と
思
え
る
も
の
に
」「
知
り
た

い
も
の
に
限
定
を
」「
読
ま
れ
る
た
め

に
徹
底
工
夫
」「
進
化
す
る
議
会
だ
よ

り
に
」
を
掲
げ
ら
れ
、
ラ
イ
バ
ル
は
書

店
に
並
ぶ
雑
誌
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
議
会
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
で
、

議
案
の
賛
成
・
反
対
を
顔
写
真
入
り
で

掲
載
し
て
い
る
点
や
、「
議
会
」
と
書

か
れ
た
腕
章
を
つ
け
て
街
中
に
取
材
活

動
に
出
ら
れ
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ

に
も
驚
い
た
。

　
常
に
や
る
気
を
持
ち
、
工
夫
を
し
て

い
く
意
識
が
高
い
と
感
じ
た
。

　
講
師
の
佐
久
間
智
之
氏
は
、
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
経
験
を
も
っ
た
方
で
あ
っ
た
。

　「
議
員
が
伝
え
た
い
こ
と
」
と
「
住

民
が
知
り
た
い
こ
と
」
は
イ
コ
ー
ル
に

な
ら
な
い
。
伝
え
た
い
で
は
な
く
、
伝

わ
り
や
す
い
言
葉
を
選
び
、
住
民
目
線

で
作
成
す
る
こ
と
。
ま
た
、
多
様
化
す

る
社
会
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
も

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
壱
岐
市
の
壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
多
く
の
議
員
が

参
加
し
、
研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
廣

瀬
行
政
研
究
所
の
廣
瀬
和
彦
氏
に
「
市

議
会
に
お
け
る
予
算
決
算
審
議
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
の
講
義
を
受
け
た
。

　
予
算
決
算
の
連
動
で
議
会
で
も
行
政

評
価
を
行
う
こ
と
や
、
決
算
カ
ー
ド
を

分
析
し
て
の
審
査
の
着
眼
点
な
ど
の
話

が
大
変
参
考
に
な
り
、
今
回
の
講
義
内

容
を
９
月
議
会
で
の
決
算
審
議
に
お
い

て
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。

【
調
査
地
】

京
都
府
　大
山
崎
町
議
会

地
方
議
会
広
報
セ
ミ
ナ
ー

【
調
査
地
】

石
川
県
　か
ほ
く
市
議
会

【
調
査
項
目
】

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
発
行
に
関
す
る
調
査

・
地
方
議
会
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

研
修
研
修

研
修
研
修

研
修
研
修

研
修
研
修
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　産
業
建
設
常
任
委
員
会

７
月
12
日
〜
14
日

　
登
別
温
泉
は
、
10
種
類
の
泉
質
が
あ

り
、
１
日
１
万
ｔ
の
豊
富
な
湯
量
が
湧

出
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
に
は
、
観
光
客
が
４
０
０

万
人
を
超
え
て
い
た
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
近
隣
市
町

等
と
連
携
し
た
広
域
組
織
を
複
数
設
立

し
誘
客
活
動
を
実
施
し
て
い
た
。
今
後

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
す
る
中
、
関

東
・
関
西
圏
よ
り
呼
び
込
む
た
め
に
も

広
域
連
携
が
重
要
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
ナ
イ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「
地
獄

の
谷
の
鬼
花
火
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
ド
ロ
ー
ン
シ
ョ
ー
を
検
討
中
で
あ

る
。

　
そ
の
他
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
登
別
駅
で
の
手
荷
物
運
搬

事
業
や
環
境
配
慮
型
の
低
速
電
動
バ
ス

を
温
泉
地
区
で
シ
ャ
ト
ル
運
行
さ
せ
、

地
域
脱
炭
素
の
実
現
や
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
た
。
本
市
に

お
け
る
取
り
組
み
へ
の
参
考
と
な
っ
た
。

　
　議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

７
月
４
日
〜
６
日

　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
調
査
項

目
に
つ
い
て
人
口
５
万
人
未
満
の
３
市

議
会
に
行
政
調
査
を
行
っ
た
。

　
訪
れ
た
３
市
は
平
成
16
〜
18
年
に
合

併
し
、
そ
れ
ぞ
れ
４
回
の
改
選
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
間
と
も
に
数
回
の
定

数
削
減
を
実
施
し
て
い
た
。
定
数
削
減

に
至
っ
た
主
な
理
由
と
し
て
は
近
年
の

立
候
補
の
状
況
は
徐
々
に
減
少
し
て
お

り
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、「
議
員
定
数
を
減
ら
す
と
市

民
の
声
が
市
政
に
届
き
に
く
く
な
る
」

「
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
は
議
員
が

多
い
ほ
う
が
い
い
」
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。

　
報
酬
に
つ
い
て
は
、「
国
会
議
員
や

県
議
会
議
員
に
比
べ
一
般
市
民
と
接
す

る
機
会
が
一
番
多
い
市
議
会
議
員
の
報

酬
は
安
す
ぎ
る
」「
副
業
、
副
収
入
が

無
い
者
は
立
候
補
で
き
な
い
」「
専
業

で
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で

あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
た
が
、

共
通
し
て
出
さ
れ
た
意
見
が
「
若
者
が

出
馬
し
や
す
い
報
酬
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
い
て
は
吉
野
川
市
で

は
次
期
改
選
後
を
め
ど
に
導
入
を
目
指

し
検
討
中
で
あ
っ
た
が
、
あ
と
の
２
市

で
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
本
会

議
、
委
員
会
と
も
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
、
資
料
は
す
べ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
掲

載
や
、
議
案
書
以
外
の
紙
文
書
は
配
付

し
な
い
な
ど
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用

規
程
を
設
け
て
い
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
は
、
議
場

の
本
会
議
だ
け
で
は
な
く
委
員
会
ま
で

配
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
議
員
や

職
員
が
発
言
を
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
観
光
客
誘
致
対
策

【
調
査
地
】

北
海
道
　登
別
市

　
当
別
町
の
林
政
係
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
室
に
あ
る
。
町
森
林
組
合
の
再
生

お
よ
び
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
実
施
し
て
い
た
。

　
町
森
林
組
合
で
原
材
料
調
達
、
町
内

業
者
が
チ
ッ
プ
製
造
、
町
内
の
小
中
学

校
お
よ
び
近
隣
の
電
力
会
社
へ
チ
ッ
プ

を
供
給
し
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
。
チ
ッ
プ
の
乾
燥
・
保
管
場
所
と
し

て
町
の
廃
校
利
用
や
、
地
元
石
油
組
合

が
運
搬
連
携
す
る
な
ど
地
域
循
環
・
連

携
が
確
立
し
て
い
る
。
原
材
料
は
間
伐

材
だ
け
で
な
く
、
国
や
道
が
伐
採
を
行

う
河
川
支
障
木
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
国
と
分
収
造
林
契
約
に
よ

り
山
林
整
備
費
用
な
ど
財
政
負
担
の
軽

減
や
、
耕
作
放
棄
地
の
森
林
化
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
林
業
機
械
の

補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、
森
林
施
業
量

の
確
保
や
担
い
手
対
策
に
も
つ
な
が

り
、
効
率
的
な
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ

て
い
た
。
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
へ

の
参
考
と
な
っ
た
。

【
調
査
項
目
】

・
林
業
振
興

【
調
査
地
】

北
海
道
　当
別
町

【
調
査
項
目
】

・
議
員
定
数
・
報
酬
等
及
び
費
用
弁

  

償
、
政
務
活
動
費

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

徳
島
県
　吉
野
川
市
議
会

高
知
県
　香
美
市
議
会

香
川
県
　三
豊
市
議
会

【
調
査
地
】

　
　議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

８
月
１
日
〜
３
日

　
か
ほ
く
市
議
会
は
、
議
員
定
数
15
人

の
う
ち
広
報
委
員
は
７
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
直
接
印
刷
で
き
る
デ
ー
タ
を
印
刷
業

者
に
渡
し
、
印
刷
の
み
を
委
託
す
る
こ

と
で
低
コ
ス
ト
に
よ
る
フ
ル
カ
ラ
ー
刷

り
を
実
現
し
、
議
員
自
ら
に
よ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
真
剣
に
議

論
さ
れ
て
い
た
。

　
一
般
質
問
は
１
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
関

連
写
真
は
議
員
自
ら
撮
影
し
、
見
や
す

く
読
み
た
く
な
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
た
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ
り
議
員
の
一
般

質
問
の
動
画
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
本
市
議
会
に
お
い
て
も

す
ぐ
に
取
り
入
れ
た
い
と
感
じ
た
。

　
　長
崎
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

８
月
22
日

　
大
山
崎
町
議
会
で
は
、
町
村
議
会
広

報
紙
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
選

の
常
連
と
い
わ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
研
修
し
た
。

　「
読
ま
れ
る
、
に
こ
だ
わ
っ
て
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
４
つ
の
柱
と
し
て
、

「
見
た
い
と
思
え
る
も
の
に
」「
知
り
た

い
も
の
に
限
定
を
」「
読
ま
れ
る
た
め

に
徹
底
工
夫
」「
進
化
す
る
議
会
だ
よ

り
に
」
を
掲
げ
ら
れ
、
ラ
イ
バ
ル
は
書

店
に
並
ぶ
雑
誌
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
議
会
の
見
え
る
化
の
取
り
組
み
で
、

議
案
の
賛
成
・
反
対
を
顔
写
真
入
り
で

掲
載
し
て
い
る
点
や
、「
議
会
」
と
書

か
れ
た
腕
章
を
つ
け
て
街
中
に
取
材
活

動
に
出
ら
れ
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ

に
も
驚
い
た
。

　
常
に
や
る
気
を
持
ち
、
工
夫
を
し
て

い
く
意
識
が
高
い
と
感
じ
た
。

　
講
師
の
佐
久
間
智
之
氏
は
、
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
で
内
閣
総
務
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
経
験
を
も
っ
た
方
で
あ
っ
た
。

　「
議
員
が
伝
え
た
い
こ
と
」
と
「
住

民
が
知
り
た
い
こ
と
」
は
イ
コ
ー
ル
に

な
ら
な
い
。
伝
え
た
い
で
は
な
く
、
伝

わ
り
や
す
い
言
葉
を
選
び
、
住
民
目
線

で
作
成
す
る
こ
と
。
ま
た
、
多
様
化
す

る
社
会
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
も

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
壱
岐
市
の
壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
本
市
議
会
か
ら
多
く
の
議
員
が

参
加
し
、
研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
廣

瀬
行
政
研
究
所
の
廣
瀬
和
彦
氏
に
「
市

議
会
に
お
け
る
予
算
決
算
審
議
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
の
講
義
を
受
け
た
。

　
予
算
決
算
の
連
動
で
議
会
で
も
行
政

評
価
を
行
う
こ
と
や
、
決
算
カ
ー
ド
を

分
析
し
て
の
審
査
の
着
眼
点
な
ど
の
話

が
大
変
参
考
に
な
り
、
今
回
の
講
義
内

容
を
９
月
議
会
で
の
決
算
審
議
に
お
い

て
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。

【
調
査
地
】

京
都
府
　大
山
崎
町
議
会

地
方
議
会
広
報
セ
ミ
ナ
ー

【
調
査
地
】

石
川
県
　か
ほ
く
市
議
会

【
調
査
項
目
】

・
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
発
行
に
関
す
る
調
査

・
地
方
議
会
広
報
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

研
修
研
修

研
修
研
修

研
修
研
修

研
修
研
修
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市政を問う市政を問う 8名の議員が一般質問8名の議員が一般質問

一般質問は、質問者自身が会議録をもとに原稿を作成しています。

大久保正美……Ｐ19

小田　孝明……Ｐ21

おお く ぼ まさみ

 お   だ　　 こうめい

やまもと　 まついち

おおやま 　しんいち

山本　松一……Ｐ19

大山　真一……Ｐ21

ふじもとじゅんじろう

 や ざき　 かつ み

藤本淳次郎……Ｐ20

矢﨑　勝己……Ｐ22

ひらの　　としかず

うえ だ　　　　あつし

平野　利和……Ｐ20

上田　　篤……Ｐ22

一 般 質 問

　第３回定例会（９月議会）から本会議のすべての内容
をインターネットで生中継および録画配信しています。
　会議名や議員名などから映像の検索ができます。ぜひ
ご利用ください。

　スマートフォンで下記
の二次元コードを読むと
インターネット配信ペー
ジへ移動します。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

市役所前交差点の改良

市の就業者の労働状況は 雲仙市議会の本会議を見てみませんか
　
　
　
　
市
の
就
業
者
の
正
規
雇

用
者
と
、
非
正
規
雇
用
者
の
実
態

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
正
規
雇
用
者

が
９
２
５
９
人
、
非
正
規
雇
用
者

が
４
７
３
９
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト

な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
の
中
に
は
、

長
く
働
け
る
の
に
、「
年
収
の
壁
」

に
よ
り
わ
ざ
と
労
働
時
間
を
減
ら

し
て
い
る
人
も
い
る
。
物
価
高
騰
、

労
働
力
不
足
、
人
手
不
足
の
中
、

年
収
の
壁
の
上
限
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
国
の
支
援
制
度
設
計
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
年
金
の
み
で
生
活
す
る

高
齢
者
や
介
護
世
帯
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
立
相
談
支

援
事
業
な
ど
で
支
援
し
た
い
。

潮
や
高
潮
時
に
集
中
豪
雨
が
重
な

る
と
川
の
氾
濫
の
危
険
性
が
極
め

て
高
い
。
今
ま
で
以
上
に
強
く
県

へ
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
防
災
・
減
災
対
策
を
図

る
た
め
、
改
め
て
本
市
の
状
況
を

説
明
し
た
上
で
、
県
全
体
の
予
算

措
置
の
拡
充
、
ま
た
、
県
管
理
河

川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
今
後
も
引
き
続
き
県
へ
強
く

要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
西
郷
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

な
ど
管
理
の
進
捗
は
。

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら

４
年
度
に
お
い
て
広
域
農
道
と
交
差

す
る
箇
所
を
中
心
に
延
長
で
約
５
９

０
ｍ
が
完
了
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
か
ら
県
へ
要
望
区
間
を
追
加
し
、

継
続
し
て
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
市
役
所
前
国
道
交
差
点

の
改
良
に
つ
い
て
、
国
道
海
側
の

用
地
買
収
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

昨
年
買
収
し
た
国
道
沿
い
の
畑
を

利
用
し
て
暫
定
的
な
仮
設
道
路
の

取
り
付
け
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
買
収
済
み
用
地
の

中
で
収
ま
る
道
路
線
形
や
幅
員
を

検
討
し
、
図
面
な
ど
を
作
成
し
て

警
察
や
県
と
の
協
議
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
国
道
山
側
の
市
道
に
先

に
右
折
帯
の
設
置
が
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
最
終
的
に
は
、
市
役
所

前
の
市
道
の
右
折
帯
、
国
道
の
島

原
側
、
愛
野
側
そ
れ
ぞ
れ
の
右
折

帯
の
早
期
完
成
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
用
地
取

得
に
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
瑞
穂
町
の
西
郷
川
は
満

　
　
　
　
市
の
調
査
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　
小
学
校
は
国
語
・

算
数
と
も
に
全
国
平
均
を
下
回

り
、
中
学
校
は
国
語
・
数
学
は
上

回
っ
た
が
、
英
語
は
下
回
っ
た
。

　
　
　
　
英
語
は
世
界
各
国
の
共

通
語
な
の
で
、
今
後
国
際
社
会
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め
に
必

要
な
学
習
だ
。
市
独
自
の
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
日
程
、
予
算
も
あ
る
の

で
今
後
、
研
究
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

定
義
は
あ
る
の
か
、
市
へ
の
相
談

件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
則
的
に
は
、

６
カ
月
以
上
家
庭
に
と
ど
ま
り
続

け
て
い
る
状
態
。
相
談
件
数
は
、

過
去
３
年
間
で
18
件
あ
っ
た
。

　
　
　
　
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化

し
高
齢
の
親
80
代
と
子
ど
も
50
代

の
生
活
が
困
窮
す
る「
８
０
５
０
」

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
市
の

対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
家
庭
訪
問
な
ど
、
相
談

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

部
長

次
長

部
長

県
管
理
河
川
の
管
理

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

ひ
き
こ
も
り
対
策
は

教
育
次
長

建
設
部
長

建
設
部
長

大久保正美 議員

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一般質問の二次元コードを読むと、その議員の一般質問の映像も見ることができます。

雲仙市議会　インターネット中継 検  索
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市役所前交差点の改良

市の就業者の労働状況は 雲仙市議会の本会議を見てみませんか
　
　
　
　
市
の
就
業
者
の
正
規
雇

用
者
と
、
非
正
規
雇
用
者
の
実
態

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
正
規
雇
用
者

が
９
２
５
９
人
、
非
正
規
雇
用
者

が
４
７
３
９
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト

な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
の
中
に
は
、

長
く
働
け
る
の
に
、「
年
収
の
壁
」

に
よ
り
わ
ざ
と
労
働
時
間
を
減
ら

し
て
い
る
人
も
い
る
。
物
価
高
騰
、

労
働
力
不
足
、
人
手
不
足
の
中
、

年
収
の
壁
の
上
限
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
国
の
支
援
制
度
設
計
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
年
金
の
み
で
生
活
す
る

高
齢
者
や
介
護
世
帯
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
立
相
談
支

援
事
業
な
ど
で
支
援
し
た
い
。

潮
や
高
潮
時
に
集
中
豪
雨
が
重
な

る
と
川
の
氾
濫
の
危
険
性
が
極
め

て
高
い
。
今
ま
で
以
上
に
強
く
県

へ
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
防
災
・
減
災
対
策
を
図

る
た
め
、
改
め
て
本
市
の
状
況
を

説
明
し
た
上
で
、
県
全
体
の
予
算

措
置
の
拡
充
、
ま
た
、
県
管
理
河

川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
今
後
も
引
き
続
き
県
へ
強
く

要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
西
郷
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

な
ど
管
理
の
進
捗
は
。

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら

４
年
度
に
お
い
て
広
域
農
道
と
交
差

す
る
箇
所
を
中
心
に
延
長
で
約
５
９

０
ｍ
が
完
了
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
か
ら
県
へ
要
望
区
間
を
追
加
し
、

継
続
し
て
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
　
市
役
所
前
国
道
交
差
点

の
改
良
に
つ
い
て
、
国
道
海
側
の

用
地
買
収
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

昨
年
買
収
し
た
国
道
沿
い
の
畑
を

利
用
し
て
暫
定
的
な
仮
設
道
路
の

取
り
付
け
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
買
収
済
み
用
地
の

中
で
収
ま
る
道
路
線
形
や
幅
員
を

検
討
し
、
図
面
な
ど
を
作
成
し
て

警
察
や
県
と
の
協
議
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
国
道
山
側
の
市
道
に
先

に
右
折
帯
の
設
置
が
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
最
終
的
に
は
、
市
役
所

前
の
市
道
の
右
折
帯
、
国
道
の
島

原
側
、
愛
野
側
そ
れ
ぞ
れ
の
右
折

帯
の
早
期
完
成
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
用
地
取

得
に
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
　
瑞
穂
町
の
西
郷
川
は
満

　
　
　
　
市
の
調
査
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　
小
学
校
は
国
語
・

算
数
と
も
に
全
国
平
均
を
下
回

り
、
中
学
校
は
国
語
・
数
学
は
上

回
っ
た
が
、
英
語
は
下
回
っ
た
。

　
　
　
　
英
語
は
世
界
各
国
の
共

通
語
な
の
で
、
今
後
国
際
社
会
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め
に
必

要
な
学
習
だ
。
市
独
自
の
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
日
程
、
予
算
も
あ
る
の

で
今
後
、
研
究
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

定
義
は
あ
る
の
か
、
市
へ
の
相
談

件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
則
的
に
は
、

６
カ
月
以
上
家
庭
に
と
ど
ま
り
続

け
て
い
る
状
態
。
相
談
件
数
は
、

過
去
３
年
間
で
18
件
あ
っ
た
。

　
　
　
　
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化

し
高
齢
の
親
80
代
と
子
ど
も
50
代

の
生
活
が
困
窮
す
る「
８
０
５
０
」

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
市
の

対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
家
庭
訪
問
な
ど
、
相
談

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
た
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

部
長

次
長

部
長

県
管
理
河
川
の
管
理

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

ひ
き
こ
も
り
対
策
は

教
育
次
長

建
設
部
長

建
設
部
長

大久保正美 議員

観
光
商
工
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

市
長

山本  松一 議員
（会派：新たな風）

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一般質問の二次元コードを読むと、その議員の一般質問の映像も見ることができます。

雲仙市議会　インターネット中継 検  索
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
目
標
値
に
対
す
る
実
積
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
対
策
は

就
任
以
来
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
移
住
・
定
住
関
連

事
業
は
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
結

果
、
移
住
者
数
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。
婚
活
推
進
事
業
は
新
子
育

て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
支
援

を
展
開
し
て
い
る
が
、
出
生
数
・

婚
姻
数
と
も
緩
や
か
な
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
の
令
和
３
〜
４
年

で
は
若
干
の
増
加
傾
向
に
転
じ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
定
住
対
策
は
地
域
の
魅

力
が
な
い
と
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
は
効
果
が
出
な
い
の
で
地
域
の

若
者
世
代
、
特
に
若
い
女
性
の
目

線
で
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
移
住
・
定
住

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

様
々
な
角
度
で
の
ア
イ
デ
ア
を
頂

き
た
く
広
く
若
者
の
意
見
を
聴
取

す
る
手
法
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
市
道
改
良
事
業
の
予
算

執
行
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
市
道
改
良
基
準
要

綱
に
よ
る
市
が
主
体
の
事
業
と
公

共
土
木
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

よ
る
自
治
会
な
ど
が
主
体
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
公
共
土
木
事
業
申
請
受

付
の
段
階
で
関
係
戸
数
５
戸
以
上

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
再
考
の

余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
こ
の
制
度
を
よ
り
幅
広

く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
関
係
戸
数
の
考
え

方
に
つ
い
て
表
記
の
仕
方
も
含
め

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

人口減少対策の現状は
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

「命の水」！整備

　
　
　
　
以
前
の
オ
ム
ツ
処
理
関

連
の
質
問
か
ら
今
日
ま
で
変
化
は

あ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
施
設
で

処
理
し
て
い
る
園
が
、
14
園
か
ら

20
園
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
厚
生
労
働
省
の
通
知

「
保
育
所
等
に
お
け
る
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
処
分
に
つ
い
て
」で
は
、

保
護
者
と
保
育
士
の
負
担
軽
減
が

う
た
っ
て
あ
る
。
今
年
の
２
月
に

も
「
保
育
環
境
改
善
等
事
業
（
感

染
症
対
策
の
た
め
の
改
修
整
備
事

業
）
に
お
け
る
使
用
済
み
オ
ム
ツ

の
保
管
用
ゴ
ミ
箱
の
購
入
等
の
費

用
の
助
成
に
つ
い
て
」
と
通
知
が

あ
っ
て
い
る
。
こ
の
通
知
を
受
け

て
の
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
国
は
初
め
て
施
設
で
の

処
理
を
推
奨
す
る
こ
と
を
示
し
、

　
　
　
　
あ
る
地
区
に
お
い
て
、

地
区
水
道
か
ら
公
共
水
道
に
賛
成

が
83
％
、反
対
や
無
回
答
が
17
％
、

反
対
の
方
は
ほ
ぼ
個
人
負
担
が
高

く
な
る
こ
と
が
大
変
不
安
で
、
反

対
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
水
道
整

備
を
進
め
る
の
に
国
の
補
助
金
制

度
も
な
く
、市
の
単
独
事
業
と
な
っ

て
い
る
が
、国
に
対
し
て「
命
の
水
」

整
備
に
対
し
て
補
助
金
制
度
の
設

立
を
要
望
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
市
民
全
体
の
公
共
の
福

祉
の
充
実
と
生
活
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
県
、
日
本
水
道

協
会
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
国
へ

何
ら
か
の
財
政
措
置
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
の
説
明

と
販
売
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
リ
ー
ン
ポ

ス
と
は
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
と

下
水
を
水
処
理
し
脱
水
汚
泥
を
発

酵
さ
せ
て
推
肥
化
し
た
汚
泥
肥
料

の
名
称
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

実
積
で
販
売
数
１
万
６
５
７
９

袋
、
ほ
ぼ
完
売
の
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
市
内
で
公
共
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
や
世
帯
数

は
。
ま
た
、
地
区
水
道
へ
の
維
持

管
理
費
に
対
す
る
助
成
制
度
の
内

容
は
。

　
　
　
　
そ
の
地
域
で
組
合
が
組

織
さ
れ
、
市
が
把
握
し
て
い
る
地

区
水
道
組
合
の
数
は
、
小
浜
地
区

で
14
組
合
６
６
３
世
帯
、
国
見
地

区
で
３
組
合
１
０
９
世
帯
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
水
道
施

設
事
業
等
補
助
金
は
、
既
存
の
水

道
施
設
、
浄
水
施
設
、
導
水
・
送

水
設
備
の
更
新
、
ま
た
は
自
然
災

害
、
突
発
的
な
事
故
に
よ
り
必
要

と
な
っ
た
修
理
に
要
す
る
資
材
に

係
る
経
費
を
対
象
と
し
て
お
り
、

財
源
は
環
境
政
策
課
所
管
の
一
般

財
源
で
あ
る
。

本
市
も
施
設
で
の
処
理
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
財
源
が
必
要
と
考
え
る

の
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用

を
提
案
す
る
。
例
え
ば
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
オ
ム
ツ
処
理

を
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

全
国
に
い
る
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
、
親
族
が
「
そ
ん
な
こ
と

に
使
っ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
市
の
特
産
物
も
貰
え
る
し
、

孫
の
為
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
よ
う
か
ね
！
」
と

な
る
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
更
な
る
納
税
に
繋

が
る
よ
う
、
各
部
署
で
充
当
事
業

の
内
容
や
事
業
効
果
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
も
前
向
き
に
取
り
組
む
。

保育施設のオムツ処理
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

グ
リ
ー
ン
ポ
ス
と
は

移
住
・
定
住
、
婚
活
支
援
は

市
道
改
良
整
備
の
方
針
は

平野　利和 議員
（会派：創新・公明）

藤本淳次郎 議員
（会派：創新・公明）

環
境
水
道
部
長

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

環
境
水
道
部
長

　
　
　
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
に
よ
る
化
学
肥
料
の
原

料
価
格
が
高
騰
し
、
農
業
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
国
の
対
策
事
業
の
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
騰
し
た
肥

料
の
差
額
を
国
、
県
、
市
が
支
援

金
と
し
て
農
家
に
交
付
す
る
。
令

和
４
年
秋
肥
分
は
令
和
５
年
１
月

31
日
ま
で
、
令
和
５
年
春
肥
分
に

つ
い
て
は
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
を
申
請
期
限
と
し
て
、
農
協
や

肥
料
販
売
店
が
取
り
ま
と
め
、
市

を
経
由
し
て
県
に
提
出
し
て
い

る
。
秋
肥
分
に
つ
い
て
は
１
２
４

９
件
、
支
援
額
が
１
億
４
８
０
８

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
春
肥
分
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な

い
が
概
算
で
１
１
２
９
件
で
支
援

予
定
額
が
１
億
８
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
化
学
肥
料
の
肥
料
価
格

は
高
止
ま
り
し
て
お
り
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
肥
料
価
格
は
高
止
ま
り

で
あ
り
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。
県
や
農
協
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
土
壌
分
析
の

実
施
や
化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け

た
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
市
の
光
り
輝
く
雲
仙
力
ア
ッ

プ
事
業
の
環
境
負
荷
軽
減
事
業
や

国
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
事
業
、
市
内
畜
産
農
家
か

ら
生
産
さ
れ
る
推
肥
の
有
効
活

用
、地
域
内
の
資
源
循
環
型
農
業
、

環
境
に
も
優
し
い
持
続
型
の
生
産

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
農
業
者

が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
国
、
県
へ

支
援
の
要
請
を
引
き
続
き
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
有
効
な

支
援
対
策
を
考
え
て
い
く
。

農業。国民の命を守る
議
員

議
員

市
長

部
長

部
長

農
林
水
産
部
長

小田  孝明 議員

市
長

市
長

大山　真一 議員
（会派：創新・公明）

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

建
設
部
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

国
の
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
の
継
続
を

部
長
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一 般 質 問 金澤市政のここが聞きたい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
目
標
値
に
対
す
る
実
積
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
人
口
減
少
問
題
対
策
は

就
任
以
来
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
移
住
・
定
住
関
連

事
業
は
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
結

果
、
移
住
者
数
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
る
。
婚
活
推
進
事
業
は
新
子
育

て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
支
援

を
展
開
し
て
い
る
が
、
出
生
数
・

婚
姻
数
と
も
緩
や
か
な
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
の
令
和
３
〜
４
年

で
は
若
干
の
増
加
傾
向
に
転
じ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
定
住
対
策
は
地
域
の
魅

力
が
な
い
と
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
は
効
果
が
出
な
い
の
で
地
域
の

若
者
世
代
、
特
に
若
い
女
性
の
目

線
で
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
移
住
・
定
住

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う

様
々
な
角
度
で
の
ア
イ
デ
ア
を
頂

き
た
く
広
く
若
者
の
意
見
を
聴
取

す
る
手
法
を
研
究
し
た
い
。

　
　
　
　
市
道
改
良
事
業
の
予
算

執
行
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
市
道
改
良
基
準
要

綱
に
よ
る
市
が
主
体
の
事
業
と
公

共
土
木
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に

よ
る
自
治
会
な
ど
が
主
体
の
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
公
共
土
木
事
業
申
請
受

付
の
段
階
で
関
係
戸
数
５
戸
以
上

に
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
再
考
の

余
地
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
こ
の
制
度
を
よ
り
幅
広

く
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
関
係
戸
数
の
考
え

方
に
つ
い
て
表
記
の
仕
方
も
含
め

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

人口減少対策の現状は
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

「命の水」！整備

　
　
　
　
以
前
の
オ
ム
ツ
処
理
関

連
の
質
問
か
ら
今
日
ま
で
変
化
は

あ
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
施
設
で

処
理
し
て
い
る
園
が
、
14
園
か
ら

20
園
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
厚
生
労
働
省
の
通
知

「
保
育
所
等
に
お
け
る
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
処
分
に
つ
い
て
」で
は
、

保
護
者
と
保
育
士
の
負
担
軽
減
が

う
た
っ
て
あ
る
。
今
年
の
２
月
に

も
「
保
育
環
境
改
善
等
事
業
（
感

染
症
対
策
の
た
め
の
改
修
整
備
事

業
）
に
お
け
る
使
用
済
み
オ
ム
ツ

の
保
管
用
ゴ
ミ
箱
の
購
入
等
の
費

用
の
助
成
に
つ
い
て
」
と
通
知
が

あ
っ
て
い
る
。
こ
の
通
知
を
受
け

て
の
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
国
は
初
め
て
施
設
で
の

処
理
を
推
奨
す
る
こ
と
を
示
し
、

　
　
　
　
あ
る
地
区
に
お
い
て
、

地
区
水
道
か
ら
公
共
水
道
に
賛
成

が
83
％
、反
対
や
無
回
答
が
17
％
、

反
対
の
方
は
ほ
ぼ
個
人
負
担
が
高

く
な
る
こ
と
が
大
変
不
安
で
、
反

対
と
な
っ
て
い
る
。
公
共
水
道
整

備
を
進
め
る
の
に
国
の
補
助
金
制

度
も
な
く
、市
の
単
独
事
業
と
な
っ

て
い
る
が
、国
に
対
し
て「
命
の
水
」

整
備
に
対
し
て
補
助
金
制
度
の
設

立
を
要
望
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
市
民
全
体
の
公
共
の
福

祉
の
充
実
と
生
活
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
県
、
日
本
水
道

協
会
な
ど
と
協
議
を
行
い
、
国
へ

何
ら
か
の
財
政
措
置
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
の
説
明

と
販
売
実
績
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
リ
ー
ン
ポ

ス
と
は
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
と

下
水
を
水
処
理
し
脱
水
汚
泥
を
発

酵
さ
せ
て
推
肥
化
し
た
汚
泥
肥
料

の
名
称
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

実
積
で
販
売
数
１
万
６
５
７
９

袋
、
ほ
ぼ
完
売
の
状
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
市
内
で
公
共
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
や
世
帯
数

は
。
ま
た
、
地
区
水
道
へ
の
維
持

管
理
費
に
対
す
る
助
成
制
度
の
内

容
は
。

　
　
　
　
そ
の
地
域
で
組
合
が
組

織
さ
れ
、
市
が
把
握
し
て
い
る
地

区
水
道
組
合
の
数
は
、
小
浜
地
区

で
14
組
合
６
６
３
世
帯
、
国
見
地

区
で
３
組
合
１
０
９
世
帯
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
水
道
施

設
事
業
等
補
助
金
は
、
既
存
の
水

道
施
設
、
浄
水
施
設
、
導
水
・
送

水
設
備
の
更
新
、
ま
た
は
自
然
災

害
、
突
発
的
な
事
故
に
よ
り
必
要

と
な
っ
た
修
理
に
要
す
る
資
材
に

係
る
経
費
を
対
象
と
し
て
お
り
、

財
源
は
環
境
政
策
課
所
管
の
一
般

財
源
で
あ
る
。

本
市
も
施
設
で
の
処
理
に
向
け
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
財
源
が
必
要
と
考
え
る

の
で
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
活
用

を
提
案
す
る
。
例
え
ば
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
て
オ
ム
ツ
処
理

を
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

全
国
に
い
る
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
、
親
族
が
「
そ
ん
な
こ
と

に
使
っ
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
市
の
特
産
物
も
貰
え
る
し
、

孫
の
為
に
使
う
の
で
あ
れ
ば
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
よ
う
か
ね
！
」
と

な
る
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
更
な
る
納
税
に
繋

が
る
よ
う
、
各
部
署
で
充
当
事
業

の
内
容
や
事
業
効
果
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
も
前
向
き
に
取
り
組
む
。

保育施設のオムツ処理
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

グ
リ
ー
ン
ポ
ス
と
は

移
住
・
定
住
、
婚
活
支
援
は

市
道
改
良
整
備
の
方
針
は

平野　利和 議員
（会派：創新・公明）

藤本淳次郎 議員
（会派：創新・公明）

環
境
水
道
部
長

健
康
福
祉
部
長

地
域
振
興
部
長

環
境
水
道
部
長

　
　
　
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
に
よ
る
化
学
肥
料
の
原

料
価
格
が
高
騰
し
、
農
業
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
国
の
対
策
事
業
の
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
騰
し
た
肥

料
の
差
額
を
国
、
県
、
市
が
支
援

金
と
し
て
農
家
に
交
付
す
る
。
令

和
４
年
秋
肥
分
は
令
和
５
年
１
月

31
日
ま
で
、
令
和
５
年
春
肥
分
に

つ
い
て
は
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
を
申
請
期
限
と
し
て
、
農
協
や

肥
料
販
売
店
が
取
り
ま
と
め
、
市

を
経
由
し
て
県
に
提
出
し
て
い

る
。
秋
肥
分
に
つ
い
て
は
１
２
４

９
件
、
支
援
額
が
１
億
４
８
０
８

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
春
肥
分
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な

い
が
概
算
で
１
１
２
９
件
で
支
援

予
定
額
が
１
億
８
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
化
学
肥
料
の
肥
料
価
格

は
高
止
ま
り
し
て
お
り
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
肥
料
価
格
は
高
止
ま
り

で
あ
り
農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
。
県
や
農
協
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
土
壌
分
析
の

実
施
や
化
学
肥
料
の
低
減
に
向
け

た
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
市
の
光
り
輝
く
雲
仙
力
ア
ッ

プ
事
業
の
環
境
負
荷
軽
減
事
業
や

国
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
事
業
、
市
内
畜
産
農
家
か

ら
生
産
さ
れ
る
推
肥
の
有
効
活

用
、地
域
内
の
資
源
循
環
型
農
業
、

環
境
に
も
優
し
い
持
続
型
の
生
産

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
農
業
者

が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
国
、
県
へ

支
援
の
要
請
を
引
き
続
き
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
有
効
な

支
援
対
策
を
考
え
て
い
く
。

農業。国民の命を守る
議
員

議
員

市
長

部
長

部
長

農
林
水
産
部
長

小田  孝明 議員

市
長

市
長

大山　真一 議員
（会派：創新・公明）

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

建
設
部
長

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

一
般
質
問
の

動
画
を
見
よ
う

国
の
肥
料
価
格
高
騰
対
策

事
業
の
継
続
を

部
長
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金澤市政のここが聞きたい

………………………………………………

愛野町から小浜町までの幹線道路
整備に関する要望活動

令和５年８月３０日（水）

　今回、国道５７号富津防災の早期着工に向
けた地質調査などを実施いただいているお礼
と愛野町から小浜町までの幹線道路整備につ
いて、関係機関に対し要望活動を行いました。
【要望箇所】
　・長崎河川国道事務所　・九州地方整備局

………………………………………………
長崎県への施策に関する要望・提案書の提出
令和５年７月２０日（木）

　令和５年度の長崎県への施策に関する要望・提案として、
本市が抱える諸課題12項目について、大石県知事および山
本県議会副議長に対し要望活動を行いました。
　12項目のうち地域の喫緊の課題である「愛野～小浜間の
幹線道路整備について」「一般国道251号の整備促進につい
て」「長崎県市町消防広域化推進計画の推進について」の３
項目について強く要望し、県知事より回答をいただきました。

………………………………………………
橘湾沿岸における赤潮被害に関する要望
令和５年９月６日（水）

　７月下旬から８月上旬にかけて橘湾で赤潮が
発生し、養殖魚が大量に死ぬ被害があり、今回、
長崎県、長崎市、雲仙市ならびにそれぞれの
議会が一体となり、関係機関に対し要望活動
を行いました。
【要望箇所】
　・ 藤木農林水産大臣政務官　・ 尾身総務副大臣

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
高規格道路「島原道路」建設促進大会
令和５年１０月１日（日）

　高規格道路「島原道路」建設促進大会が吾
妻町ふるさと会館で開催されました。
　本大会は、島原道路の早期完成を目指し毎
年開催されており、地元国会議員や大石長崎
県知事、国土交通省や長崎県の職員、近隣４
市の市議会議員など総勢４２０名余りの関係者
が出席し、盛会の中で無事に終了しました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
市
や
隣
接
市
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
は
。

　
　
　
　
現
在
ま
で
に
県
内
お
よ

び
本
市
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な

ど
取
得
が
困
難
な
人
が
申
請
・
取

得
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
・
取
得

を
排
除
し
て
い
る
実
態
は
な
く
、

５
月
か
ら
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
人

を
対
象
に
、
職
員
が
個
別
訪
問
に

よ
る
申
請
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
７
月
に
全
国
の
首
長
に

対
し
実
施
さ
れ
た
共
同
通
信
社
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
は
。

　
　
　
　
本
市
で
は
７
月
28
日
に

回
答
し
、
国
の
方
針
や
取
り
組
み

に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
特
別
障
害
者
手
当
の
中

身
、基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
在
宅
の
重
度

障
害
者
に
対
し
、
負
担
の
手
助
け

と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
。
所
定

の
診
断
書
な
ど
で
認
定
請
求
し
、

国
が
示
す
障
害
程
度
認
定
基
準
や

所
得
状
況
に
よ
り
審
査
・
決
定
さ

れ
、
支
給
月
額
は
１
月
当
た
り
２

万
７
９
８
０
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
瑞
穂
町
の
西
郷
小
学
校

下
の
瑞
穂
船
津
線
は
、
小
中
学
生

の
通
学
路
で
、
街
灯
が
少
な
く
危

険
で
あ
る
。
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
市
が
管
理
す
る
街

灯
、
防
犯
灯
の
設
置
は
、
地
理
的

条
件
や
設
置
目
的
な
ど
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
住
民
、
学
校
関
係
者
、

周
辺
の
耕
作
者
な
ど
に
意
見
聴
取

を
行
い
、
設
置
の
判
断
を
し
た
い
。

マイナンバーに不信感
議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

総
務
部
長

望洋荘の今後の方向は
　
　
　
　

　
　
　
　
国
民
宿
舎
望
洋
荘
の
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は

　
　
　
　
以
前
実
施
し
た
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ

の
業
者
も
望
洋
荘
単
体
で
の
温
浴

施
設
と
し
て
、
事
業
再
編
が
望
ま

し
い
と
の
意
見
だ
、
こ
れ
を
参
考

に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
壮
大
で
観
光
の
目
玉
と

な
る
よ
う
な
全
年
齢
対
応
型
の
施

設
の
構
想
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
観
光
レ
ジ
ャ
ー
を

目
的
と
し
た
複
合
施
設
が
で
き
れ

ば
と
の
思
い
も
あ
る
が
、
民
間
事

業
者
の
視
点
は
重
要
。
市
の
負
担

を
抑
え
て
引
き
続
き
管
理
運
営
は

立
地
や
交
通
網
、
人
口
動
態
、
観

光
客
数
な
ど
総
合
的
に
考
慮
し
、

単
体
で
の
温
浴
施
設
を
念
頭
に
調

査
研
究
を
進
め
る
。
周
辺
施
設
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
資
源
の
活
用

を
関
係
部
局
と
も
調
整
す
る
。

　
　
　
　
市
の
地
球
温
暖
化
対
策

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
省
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
雲
仙
市
脱
炭

素
計
画
の
策
定
が
完
了
し
た
。
二

酸
化
炭
素
排
出
量
や
再
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エ

ネ
ル
ギ
ー
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基
礎
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報
の
収
集
、

現
状
分
析
を
行
い
、
地
域
の
自
然

的
、
経
済
的
、
社
会
的
課
題
を
解

決
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
目
標
を
設
定
し
た
。
太
陽
光

発
電
と
蓄
電
池
の
セ
ッ
ト
や
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リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
購

入
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。
生
ご

み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
堆
肥

化
処
理
を
推
奨
し
、
処
理
器
の
補

助
を
推
進
し
、
さ
ら
な
る
減
量
化

を
図
る
。
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問
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金澤市政のここが聞きたい

………………………………………………

愛野町から小浜町までの幹線道路
整備に関する要望活動

令和５年８月３０日（水）

　今回、国道５７号富津防災の早期着工に向
けた地質調査などを実施いただいているお礼
と愛野町から小浜町までの幹線道路整備につ
いて、関係機関に対し要望活動を行いました。
【要望箇所】
　・長崎河川国道事務所　・九州地方整備局

………………………………………………
長崎県への施策に関する要望・提案書の提出
令和５年７月２０日（木）

　令和５年度の長崎県への施策に関する要望・提案として、
本市が抱える諸課題12項目について、大石県知事および山
本県議会副議長に対し要望活動を行いました。
　12項目のうち地域の喫緊の課題である「愛野～小浜間の
幹線道路整備について」「一般国道251号の整備促進につい
て」「長崎県市町消防広域化推進計画の推進について」の３
項目について強く要望し、県知事より回答をいただきました。

………………………………………………
橘湾沿岸における赤潮被害に関する要望
令和５年９月６日（水）

　７月下旬から８月上旬にかけて橘湾で赤潮が
発生し、養殖魚が大量に死ぬ被害があり、今回、
長崎県、長崎市、雲仙市ならびにそれぞれの
議会が一体となり、関係機関に対し要望活動
を行いました。
【要望箇所】
　・ 藤木農林水産大臣政務官　・ 尾身総務副大臣

議会のうごき議会のうごき

………………………………………………
高規格道路「島原道路」建設促進大会
令和５年１０月１日（日）

　高規格道路「島原道路」建設促進大会が吾
妻町ふるさと会館で開催されました。
　本大会は、島原道路の早期完成を目指し毎
年開催されており、地元国会議員や大石長崎
県知事、国土交通省や長崎県の職員、近隣４
市の市議会議員など総勢４２０名余りの関係者
が出席し、盛会の中で無事に終了しました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
　
　
　
市
や
隣
接
市
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
は
。

　
　
　
　
現
在
ま
で
に
県
内
お
よ

び
本
市
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な

ど
取
得
が
困
難
な
人
が
申
請
・
取

得
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
・
取
得

を
排
除
し
て
い
る
実
態
は
な
く
、

５
月
か
ら
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
人

を
対
象
に
、
職
員
が
個
別
訪
問
に

よ
る
申
請
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
７
月
に
全
国
の
首
長
に

対
し
実
施
さ
れ
た
共
同
通
信
社
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
は
。

　
　
　
　
本
市
で
は
７
月
28
日
に

回
答
し
、
国
の
方
針
や
取
り
組
み

に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
特
別
障
害
者
手
当
の
中

身
、基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
在
宅
の
重
度

障
害
者
に
対
し
、
負
担
の
手
助
け

と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
。
所
定

の
診
断
書
な
ど
で
認
定
請
求
し
、

国
が
示
す
障
害
程
度
認
定
基
準
や

所
得
状
況
に
よ
り
審
査
・
決
定
さ

れ
、
支
給
月
額
は
１
月
当
た
り
２

万
７
９
８
０
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
瑞
穂
町
の
西
郷
小
学
校

下
の
瑞
穂
船
津
線
は
、
小
中
学
生

の
通
学
路
で
、
街
灯
が
少
な
く
危

険
で
あ
る
。
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
市
が
管
理
す
る
街

灯
、
防
犯
灯
の
設
置
は
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地
理
的

条
件
や
設
置
目
的
な
ど
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　
住
民
、
学
校
関
係
者
、

周
辺
の
耕
作
者
な
ど
に
意
見
聴
取

を
行
い
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設
置
の
判
断
を
し
た
い
。
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雲仙市議会だより●80号（令和5年11月）

P2 議員定数・報酬改正
P6 令和４年度 決算注目事業
P18 市政を問う「一般質問」
P23 議会のうごき

主な内容主な内容

開かれた議会推進のためのコミュニケーション誌

令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品【秋の道／撮影場所：小浜町　雲仙地区】

１１月３０日（木）～１２月２１日（木）です

議会を傍聴してみませんか？
令和５年第４回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

編　集　後　記

　「議会だより」へのご意見ご感想がありましたら、議会広報編集特別委員会
（議会事務局）までお寄せください。お知らせ

■一般質問　　１２月　４日（月）～７日（木）
■議案質疑　　１２月１１日（月）
■委員会
　文教厚生常任委員会　　１２月１２日（火）
　産業建設常任委員会　　１２月１２日（火）・１３日（水）
　総務常任委員会　　　　１２月１３日（水）

委 員 長　前田　哲　　
副委員長　藤本淳次郎
委　　員　平野利和、上田　篤、林田哲幸、山本松一

議会広報編集特別委員会

お詫びと訂正 議会だより７９号の表紙記事の中で誤りがありました。お詫びし訂正します。
令和４年度 雲仙ふるさと景観百選受賞作品

（正）【ひまわり畑と空と海／撮影場所：小浜町】　  （誤）【ひまわりの丘／撮影場所：南串山町】

編集作業

このメンバーで議会だより72～80号を
編集しました。
２年間、ありがとうございました。

　すっかり秋本番となってきました。市民の皆さ
まにおかれましてはいかがお過ごしでしょうか。
　議会だより８０号をお届けしました。
　最後まで目を通していただきありがとうござい
ます。
　広報委員６人で「より分かりやすく」をモットー
に編集しておりますが、いかがだったでしょうか。  
　これからも微力ながら精進してより良い「議会
だより」を目指して参りますので、今後ともどう
ぞよろしくお願いします。　　　　　　（前田　哲）


